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前期を振り返り、農大の魅力をダイジェストで紹介！

農大祭・体育祭

【大人気の農大牛焼き肉】 【豪華景品ビンゴ大会】

６月２９日～３０日の２日間、第４２回農大祭を「祭」をテーマに開催しました。１日目は体育祭を行

い、２日目の一般公開は、焼き肉やビンゴ、バンド演奏やカラオケ大会で来場された地域の皆さん

もいっしょに盛り上がり、大盛況のうちに終了することができました。農大祭準備・運営に当たった、

実行委員会の皆さんお疲れ様でした。

【これは重い！ロール転がし】 【チームワークが決め手の綱引き】



農大行事フォ トアルバム

入校式 ４月 ８日

【堂々と入場】 【緊張の中、式は進行】 【入校生代表宣誓】

競歩大会 ５月 ３ ０日

【３２．１９５㎞ 「走り、歩き」きってもこの笑顔 さすが若い！】

オープンキャ ンパス ７月31日

【農大の特色を学生・職員がＰＲ、実際に作業を体験してもらいました】

オープンキャ ンパスⅡ 8月 22日

【学生が見学者を案内し、施設等を見てもらいました。入校をお待ちしています。】



学科トピックス

畜産経営学科

【機械整備】 【精液作成】 【畜当引継】

機械整備は大切な実習の 人工授精講習会で凍結 畜産当番の引き継ぎを
ひとつです。 精液を作成しています。 ２年生から１年生へ

行っています。

畑作園芸経営学科

【農業機械演習】 【自主企画研修】 【農作業安全講習】

北海道農業公社の協力で大 自分たちで、計画から実際 メーカーより専門家を招き
型機械の実演・試乗を行い の研修まで行います。 安全作業・メンテナンスに
ます。 ついて講義を受けます。

農業経営研究科

【自家実習】 【食育活動】 【本別山渓つつじ祭】

研究科では、自家実習や食育活動など学生自らが考えた課題に取り組んでいます。
また、 6 次産業化の実践学習として、自ら製造した加工品を地域のイベント等で
販売しています。



農大に入校して
私が農業大学校に入学して６ヶ月が過ぎました。学校や寮生活にも慣れ、毎日

楽しく過ごしています。授業では飼料や牛についての専門的な知識を学ぶことが

でき、興味を持って学習しています。実習では、機械に乗ったり、牛と接するこ

とが多く、とても楽しいです。８月の下旬から９月の上旬までの１ヶ月体験実習

では、酪農家さんと共に生活をし、学校で学べないことを多く学びました。作業

は大変でしたが、毎日が充実していて、よい経験になりました。また１０月から

農場運営が２年生から１年生に引き継がれました。まだ実感はありませんが、先

輩方が築いてきたものを守りながら、自分たちでよりよい農場にしていけるよう

に頑張っていきたいです。今後も実習や学校行事に積極的に参加し、有意義な学

校生活を送っていきたいと思います。卒業後の進路も含め、将来、自分がやりた

いことを明確にしていきたいです。

私が農業大学校に入学して、早くも６ヶ月が経過して、様々なことを見て聞い

て経験してきました。私は地元の高校を卒業したら、そのまま自家の農業を継ぐ

つもりでいましたが、家族から「もう少し色んな所に行って勉強してこい」と言

われ、この農業大学校に来ました。農大に来て、たくさんの事を学び、特に印象

に残っているのが専攻実習です。実習は先輩のプロジェクトの補助や環境整備が

基本になります。先輩の補助に付くことによって実践に近い勉強が出き、来年の

プロジェクトの参考やきっかけになったりするのでとても有意義な時間になりま

した。１ヶ月間の農家研修でもいろいろなことを学ぶことができました。これか

らも人との繋がりを大切にして、同じ学舎の仲間と楽しく共に農作業を学んでい

き、共に立派になり、親を越える経営者になりたいと思っております。

私は養成課程の畑作園芸経営学科を卒業して、農業経営研究科に進学して法人

経営について勉強しています。

これまでの活動は、道内の法人経営農家への視察、北海道を飛び出して熊本県

の農家２戸、長野県の農家１戸で実習を行ってきました！道外に出たことにより

多くの人との出会いがあり、またそこから人とのつながりができました。色々な

話や経験を積むことができ、とても充実した日々を過ごしています。

研究科では、私のように実習期間中に視察や道外へ実習に行くことができます。

養成課程とは違う学生ライフが送れます！興味のある人は、研究科に来てくさい！

北海道立農業大学校稲作専攻コースに今年は８名が入学しました。このコース

は拓殖大学北海道短期大学の農学ビジネス学科環境農学コースで学びながら、拓

殖短大の夏休み・春休みに農業大学校で集中講義を行います。これは想像以上に

大変に思います。

稲作コース 1 年の８名は、個性豊かな人が多いですが、仲が良く協力的で、お互
いの夢を語り合ったりするなど良い刺激を与えあいながら、農大・拓大のカリキ

ュラムで農業について学んでいます。

２年間と短い期間での学びを大切にし、コースの８名が１人もかけることなく、

みんなで卒業するという目標もあるので、８名で支え合いながらこれからの学生

生活を有意義なものにして過ごしていきたいと思います。
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畜産経営学科１年

廣川梨奈(新潟県出身)

畑作園芸経営学科１年

辻田 周(知内町出身)

農業経営研究科１年

鍋島和晃(美幌町出身)

稲作専攻コース１年

宮田知輝(芦別市出身)


